
 まだ寒い日が続きますが、窓を閉め切っていると、室内の二酸化炭素

 濃度が上がり、空気が汚染され、頭痛や吐き気など、体調不良の原因と

 なります。また、感染症予防の観点からも換気はとても重要です。

 寒いでしょうが少し我慢して、対角線上の窓を少し開けるか、休み

 時間ごとに全部の窓を開け、３分間換気しましょう！

 鼻水など花粉症の症状が出る前に治療を開始すると期待できる効果

   ①症状が軽くなる  ②症状が出る期間が短くなる 

   ③一番つらい時期、使用する薬の量を減らせる

 花粉情報をチェックして、早めに対策しましょう。

室内空気検査（二酸化炭素濃度検査）を実施しました

保健だより 月
令和５年２月６日 鳥栖工業高等学校定時制


